
令和８年度当初予算

令 和 8 年 ３ 月 ２ ３ 日
令 和 ８ 年 度 当 初 予 算 資 料
経営企画部宮島企画調整課

（ 法 定 外 普 通 税 ）

廿 日 市 市
HATSUKAICHI CITY

持続可能な宮島を、みんなのチカラで。
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宮島への来島者数

令和８年度の宮島訪問税の活用事業

宮島訪問税歳入予算額
（想定：来島者480万人/年） 425,800千円

* 申告納付（年払いなど）：令和８年４月１日∼令和９年３月３１日　申告分
* 申告納入（特別徴収） ：令和８年３月１日∼令和９年２月２８日　乗船分
この財源を、宮島訪問税の活用事業の一般財源部分に活用します。

１．宮島訪問税の歳入見込み

２．宮島訪問税を活用して取り組むこと

宮島を世界の共通財産として次世代に引き継ぐための道標となる宮島まち
づくり基本構想の具現化

廿日市市観光振興基本計画の推進
　　観光客、地域経済、地域住民、地域環境の四方よしの持続可能な
　　観光地域づくり

『住んでよし、訪れてよしの世界に誇れる持続可能
な観光地域づくり』

に活用します。

１．自然保護・文化振興と歴史的景観の保全
２．国際観光地としての観光の質と満足度の向上
３．安全性・利便性の向上

基本構想の基本方針

①　守り伝える不朽の島づくり
②　活かし潤う感動の島づくり

日本版 持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）の推進
　　地域特性に合わせた持続可能な観光地マネジメント

497万人

③　心豊かに暮らす生活の島づくり
④　人々がふれあう交流の島づくり
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観光ピーク期（ＧＷ・紅葉期）の
平均渋滞長【上下線合計値】

宮島訪問税を活用する主な取組
● 宮島訪問税の令和8年度の歳入見込額4億2,580万円は、宮島に住む人・訪れる人相互の目線にたち、住んでよし、訪れてよしの世界
に誇れる持続可能な観光地域づくりの実現に向けた取組に活用します。

宮島の環境美化への取組
● 宮島の環境美化対策として、ごみを「持ち込まない、増やさない、散らかさな

い」の３つの柱を掲げ、観光客の意識啓発やＩｏＴスマートゴミ箱の設置等に
よるごみ対策を行います。

● ＴＯＴＯ宮島おもてなしトイレを快適に利用してもらうため、女性用トイレ・
手洗い場の基数を増設します。
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地域住民と訪問者の休日・夜間の安全・安心を確保

混雑状況のライブ配信

渋滞対策未実施
渋滞対策実施

● 行楽シーズンに宮島口周辺に交通誘導員を配置し、訪問者の宮島へのアクセス
性の向上と地域住民の生活環境への影響の低減を図ります。

   また、宮島口地区周辺に設置しているカメラによる混雑状況のライブ配信や、
大型LEDビジョンによる周辺駐車場の空き情報発信により、混雑の緩和を図
ります。

消防艇「もみじ」

● 宿泊者が多い時期に宮島島内の診療所で夜間急患の対応をします。
● 宮島島内では、地域住民だけでなく多くの訪問者の救急搬送に対応します。

地域住民と訪問者の公共交通機関による移動手段の確保
● 宮島島内を走るメイプルライナー（乗合タクシー）の運行、宮島航路（フェ

リー）の早朝夜間便の運航を支援し、訪問者の「観光」と地域住民の「生
活」との調和を図ります。

宮島航路の早朝夜間便への支援

島内を運行するメイプルライナー
（乗合タクシー）
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※ R1.9月から宮島地域住民割引を実施
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宮島口の混雑緩和

18,834人

10,069人



宮島訪問税の活用事業一覧（令和８年度当初予算案）
区分 予算事業名 事業費

（千円）
一般財源
（千円）

１．自然保護・文化振興と歴史的景観の保全
（１）自然保護・自然との共生
‒ エコツーリズムの推進やウォーターサーバーの管理など自然環境と調和の取れた観光地

域づくりの取り組みを進めます。
‒ 宮島島内から出る事業系ゴミの処理や海岸等の清掃を行っています。
‒ 宮島公園の害虫駆除や宮島地域の動植物など生態系の保護を行っています。
‒ 自然公園、登山道、弥山展望台等を維持管理しています。

物品管理事業、地球温暖化対策推進事業、
自然環境保全事業、塵芥処理場管理運営
事業、し尿処理事業、自然公園一般事業、
宮島地域シカ対策事業、包ヶ浦自然公園管
理事業、公園維持管理事業

145,018 109,310

（２）文化振興と歴史的景観の保全
‒ 厳島神社世界遺産登録30周年を記念した様々な事業を通じて、宮島の自然・文化・

歴史といった宮島の魅力を国内外に向けて発信します。
‒ 宮島の歴史文化を多くの訪問者に伝えるため、歴史民俗資料館の維持管理や再整備

に向けた準備を行っています。また、伝統産業の技術等の継承や普及促進にも力を入
れています。

‒ 伝統的建造物群の保存や公開施設の整備を進め、多くの訪問者に必要な宮島の歴
史文化の情報を伝える取り組みを進めます。また、「宮島の歴史」の編さんを進めていま
す。

伝統産業振興事業、世界遺産登録３０周
年記念事業、景観形成推進事業、文化財保
存・保護事業、伝統的建造物群保存推進事
業、郷土資料館管理運営事業、宮島歴史民
俗資料館整備事業、宮島の歴史編さん事業

204,048 126,709

２．国際観光地としての観光の質と満足度の向上
‒ 熱中症発症による重篤化の防止や予防対策として、夏季の救護体制の整備や、宮島

桟橋旅客ターミナル休憩所にスポットクーラーを設置します。宿泊者が多い時期に宮島
島内の診療所で夜間急患の対応をします。

‒ 島内のトイレなどの観光施設を維持管理しています。また、おもてなしトイレの女性用トイ
レ・手洗い場の基数を増設します。

‒ 道路渋滞等へ対応し、訪問者の観光地へのアクセス性の向上を図っています。また、宮
島観光デジタルマップや大型LEDビジョンによる混雑情報の可視化・発信により、島内や
宮島口地区の混雑の緩和を図ります。

‒ 宮島島内の無電柱化に向けた取り組みを進めます。

物品管理事業、宮島まちづくり推進事業、保
健衛生一般事業、観光マネジメント事業、観
光受入環境整備事業、観光誘客事業、観光
施設管理事業、宮島桟橋旅客ターミナル管
理事業、宮島口旅客ターミナル施設管理事
業、道路整備事業、宮島口地区整備事業、
市民センター管理運営事業

918,388 342,747



宮島訪問税の活用事業一覧（令和８年度当初予算案）
区分 予算事業名 事業費

（千円）
一般財源
（千円）

３．安全性・利便性の向上
‒ 観光地の公共交通機関等によるアクセスを確保するため、旅客ターミナルの維持管理や

フェリーの運航及び島内乗合タクシーの運行を支援しています。
‒ 救急患者を搬送できるよう救急車や消防艇など必要な機材を整備・運用し、安全・安

心な観光地をつくっています。
‒ 災害等の非常時に訪問者も含め安全・安心が確保できるよう防災施設を維持管理し

ています。
‒ 宮島地域における消防力の充実強化のため、宮島学園敷地内への宮島消防署の移

転新築を進めます。

物品管理事業、民間バス運行維持事業、宮
島航路運航維持事業、道路維持管理事業、
消防総務一般事業、消防庁舎等維持管理
事業、消防通信施設維持管理事業、消防自
動車等維持管理事業、救急活動事業、消防
庁舎整備事業

143,225 80,061

４．宮島訪問税の円滑な徴収
‒ 宮島訪問税の徴収事務について、特別徴収義務者への支援による安定した税制度の

構築や非課税証明システムを運営することで、観光による負荷軽減のための財源を安
定して確保します。

市民税課税一般事業 33,459 33,459

　　　　　　　　　　　　　　合計 1,444,138 692,286



https://another1000years-miyajima.jp/

プロジェクトステートメント

はるか昔から、神が宿ると崇められてきた宮島に、

厳島神社が創建されたのは1400年前のこと。

やがて、島を守る人の営みがはじまり、

神と、自然と、人が、ともに生きる奇跡の循環を繰り返してきました。

これから訪れる人にも、住まう人と同じように、

島の守り人になってもらいたい。それが、宮島の願いです。

原生林に息づく無数のいのち。

月と海の鼓動がもたらす潮の満ち引き。

匠の知と技が宿る海上の神殿。

時を超えて受け継がれる文化の香り。

気高く、美しく、尊い、宮島のすべてを未来へとつなぐために、

今を生きる私たちが誇りを持って、できることをはじめませんか。

神をいつきまつる島を、千年先も、いつくしむ。

その想いが一つになれば、世界の宝「宮島」を未来に届けることができるのです。


